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平成１２年２月１９日 作詞・作曲両子の唄 Sei
（両子寺境内、能村登四郎句碑開眼式のために作詞作曲）

足曳の山のふもとの

せせらぎやさしいは

すこやかに子らの生まれて

育まれ生い立つところ

とこしえの懐かしの地よ

ああ両子よふるさと両子よ

年月の経てど変わらぬ

しずけさをまとう甍よ

幼い日ともに遊んだ

この寺にいしぶみ建ちて

未来へと時を刻まん

ああ両子よふるさと両子よ

ゆるやかな時の流れに

人びとの厚い情けは

脈々とこの地に根づく

くにさきの仏の里に

継がれゆく慈愛のこころ

ああ両子よふるさと両子よ

すぎゆきの無窮の中に

刻まれた仏のこころよ

いしぶみをともに仰いで

ふるさとを守りてゆかん

新しい時代へ歩まん

ああ両子よふるさと両子よ
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